
　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
11月24日（木）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、経済学部同窓会である社団法人キタン会との共催によ
り、第13回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。
　同セミナーは、同センターが推進している産学官連携活
動の成果を地域社会に提供するため継続されているもの

で、今回は杉田伸樹同センター教授の司会により、金井同
センター長の開会あいさつの後、種橋潤治株式会社三重銀
行頭取による「地域とともに－地域金融機関の役割－」と
題する講演が行われました。
　種橋頭取は、現職以前にメガバンクで要職を歴任した経
験を活かして、地方銀行とメガバンクの違いを、非金利
収益比率、国際部門比率、オーバーヘッドレシオ（OHR）
などの数値を示しながら具体的に解説しました。さらに、
地方銀行を取り巻く環境について、企業部門の金融負債、
家計部門の金融資産の変動を踏まえ、貸金利回りや預貸金
利鞘の低下傾向を検出しました。その上で三重銀行自体を
取り上げ、営業体制や業務内容の改革だけでなく、NPO
支援、「みえぎん まなびの森」づくりなど、社会貢献活動
の充実にも力を注いでいることを紹介しました。
　会場では80名近くの参加者が熱心に耳を傾け、講演後に
は地域社会における地方銀行の存在意義、金融グローバル
化が進行する中での地方銀行の展開方向、地方銀行が大学
や学生に期待すること等について、活発な質疑応答が行わ
れました。最後は、岡田邦彦キタン会会長が閉会のあいさ
つをしました。

　大学院理学研究科、大学院生命農学研究科は、12月12日
（月）、理農館の看板上掲式を挙行しました。
　理農館は、理学と農学分野の先進的研究環境を一体的に
整備することを目指し、関連する両研究科の研究室を効率
的に集約し、野依記念物質科学研究館及び理学館からの増
築棟として建設されたもので、地上６階、地下１階建てで
す。２つの部局が同じ建物に入居する合築方式は、部局間
の垣根の低い本学の自由な風土に根ざしており、今年６月

に開館した ES 総合館に続くものです。
　上掲式は、両研究科の多数の教職員が見守る中で行われ、
濵口総長の揮毫による「理農館」の銘板を、総長、藤井理事、
高橋理事、國枝理学研究科長及び服部生命農学研究科長の
５名により同館正面玄関に上掲し、両研究科の複合研究棟
の開設を祝いました。
　式終了後には、両研究科長の案内で、研究室、学生実験
室等を中心に館内の見学が行われました。
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